
１．対象期間１．対象期間１．対象期間１．対象期間 ２０１６年４月１日～２０１７年３月３１日

２．再資源化等の状況２．再資源化等の状況２．再資源化等の状況２．再資源化等の状況

引取使用済自動車台数 台 台

台 一部取外回収/ 台

一部車上作動台数

委託全部利用引渡

ＡＳＲ相当重量

再資源化施設　※３

再資源化重量（①－②） 再資源化施設の

①施設投入重量 トン 引取重量【Ｃ】

②施設排出残渣重量 トン ※５

委託全部利用

再資源化重量（③－④）

　ＡＳＲ相当重量

④排出残渣重量 トン

※１．ASR：Automobile Shredder Residue　自動車シュレッダーダスト

※２．ASRとエアバッグ類とフロン類の引取台数は、それぞれ回収のタイミング、及び装備有無が異なるため台数は一致しません。

※３．ASR再資源化施設の基準適合状況は、下記の豊通リサイクル㈱のホームページをご参照ください。

 http://www.toyotsurecycle.co.jp/ASR/asr-receipt02.html

※４．エアバッグ類の取外回収個数は指定引取場所において引き取った個数です。

※５．指定引取場所に引き取った後、再資源化施設で引き取ったエアバッグ類の重量です。

３．基準の遵守状況３．基準の遵守状況３．基準の遵守状況３．基準の遵守状況

％　　（上表の【Ｂ】／【Ａ】） ％   　（上表の【Ｄ】／【Ｃ】）

    ３０％以上（２００５年度～２００９年度）

    ５０％以上（２０１０年度～２０１４年度）

    ７０％以上（２０１５年度～）

４．払渡しを受けた預託金および再資源化等に要した費用４．払渡しを受けた預託金および再資源化等に要した費用４．払渡しを受けた預託金および再資源化等に要した費用４．払渡しを受けた預託金および再資源化等に要した費用
（単位：円）

 合計  内　ASR  内　エアバッグ類  内　フロン類

払渡しを受けた預託金 【E】

再資源化等に要した費用 【G】

内　社内費用（人件費） 【H】

内　社内費用（ｼｽﾃﾑ費） 【H】

　収 支　【Ｉ】　(【Ｉ】=【Ｅ】-【Ｇ】)

以上

支
出

収
入

14,651,004 -

△ 13,783,838 850,676 △ 9,678,707 △ 4,955,807

148,891,054 105,739,134 20,695,425 22,456,495

14,700,000 -

135,107,216 106,589,810 11,016,718 17,500,688

ASR エアバッグ類

再資源化率

実績 98 93

基準 ８５％以上

再資源化の
重量【Ｄ】 2,380.1 ｋｇ

2.3

合計【Ｂ】 2,975.1 トン

重量
24.0 トン

③委託全部利用した
26.3 トン

ｋｇ

2,951.1 トン

2,546.7 ｋｇ
3,012.0

合計【Ａ】 3,038.3 トン 合計 8,857 個 合計 2,289.3

再資源化 60.9

引取重量
26.3 トン 車上作動個数 4,767 個 ＨＦＣ引取重量　 2,138.1 ｋｇ

引取個数

5,009 台 合計 6,172 台

引取ＡＳＲ重量 3,012.0 トン 取外回収個数 ※４ 4,090 個 ＣＦＣ引取重量　 151.2 ｋｇ

8,143

車上作動台数 2,308 台

委託全部利用引渡
解体自動車台数

ＨＦＣ引取台数　

自動車リサイクル法に基づく2016年度 再資源化等の実績自動車リサイクル法に基づく2016年度 再資源化等の実績自動車リサイクル法に基づく2016年度 再資源化等の実績自動車リサイクル法に基づく2016年度 再資源化等の実績

ASR　※１ エアバッグ類 フロン類

引取台数
※２

取外回収台数 2,491 台
ＣＦＣ引取台数　 297

5,875110
210 台

合計 8,253 台 合計


